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医
療
技
術
の
進
歩
や
健
康
意
識
の
高

ま
り
に
よ
っ
て
平
均
寿
命
が
年
々

延
び
て
い
る
日
本
。
そ
の
一
方
で
、
心
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
、
肺
炎
と
い
っ
た
死
因

を
抑
え
、
永
年
、
日
本
人
の
最
も
多
い
死

因
が
「
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）」
で
す
。

そ
の
が
ん
の
中
で
も
、
女
性
の
み
が
か
か

る
子
宮
頸
が
ん
と
い
う
病
気
を
皆
さ
ん
は

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
女
性
特
有
の
病
気
で
あ

る
も
の
の
、
感
染
は
主
に
性
的
接
触
に

よ
っ
て
起
こ
り
、
女
性
の
多
く
が
一
生
に

一
度
は
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
身
近
に
潜
む
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス

ク
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
開
始

し
た
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
↘

ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

今
回
の
特
集
を
契
機
に
、
ご
家
庭
で
子
宮

頸
が
ん
予
防
や
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
検

討
す
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
知
る

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
頸
部
と
い

う
子
宮
の
出
口
に
近
い
部
分
に
で

き
る
が
ん
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
女

性
は
、
毎
年
約
1.1
万
人
に
も
な
り
、
さ
ら

に
毎
年
約
２
９
０
０
人
の
女
性
が
子
宮
頚

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世
代
別
に

み
る
と
20
歳
代
の
若
い
世
代
の
罹り

患か
ん

が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
死
亡
者
数
で
は
39
歳
以

下
で
年
間
約
１
５
０
人
、
44
歳
以
下
で
年

間
３
０
０
人
の
女
性
が
子
宮
頸
が
ん
で
↘

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
ま
で

に
が
ん
の
治
療
で
子
宮
を
失
っ
て
し
ま
う

方
も
年
間
に
１
０
０
０
人
程
度
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
生
じ
ま
す
。
H
P
V

は
、感
染
し
て
も
炎
症
反
応
が
な
い
た
め
、

自
覚
症
状
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
自
然
に

消
え
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
の
H
P
V

は
持
続
感
染
し
、
数
年
か
ら
十
数
年
か
け

て
前
が
ん
状
態
と
な
り
、
や
が
て
子
宮
頸

が
ん
に
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
一
度
感

染
す
る
と
潜
伏
し
続
け
る
可
能
性
も
あ

り
、
感
染
し
な
い
た
め
の
H
P
V
ワ
ク

チ
ン
を
早
め
に
接
種
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
報
告
さ
れ
た
症

状
等
を
要
因
と
し
て
、
接
種
が
控
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
３

年
11
月
に
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

が
改
め
て
確
認
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
必
要
性

現
代
の
医
療
技
術
で
は
、
子
宮
頸
が

ん
は
早
期
発
見
し
、
治
療
を
受
け

れ
ば
、
命
を
落
と
さ
ず
に
治
す
こ
と
が
で

き
る
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、
20
歳
以
降

の
女
性
は
２
年
に
１
度
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
度
は
必
ず
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
自
分
で
考
え

る
。
永
く
健
康
で
い
る
た
め
に
も
、
子
宮

頸
が
ん
を
含
め
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
身

体
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

女性のための
健康相談と健康講座 HPVワクチンの接種は、妊娠

前から女性の身体を気遣うプ
レコンセプションケアのひと
つです。自分を大切にするた
めにも正確な情報を得て、ワ
クチンの接種を検討しましょ
う。自分はまだ大丈夫と思っ
て、ワクチン接種を先延ばし
にしないように心掛け、計画
的な接種をお勧めします。

健康相談では、こころや身体
の心配ごと、月経に関するこ
となどについて助産師、保健
師、管理栄養士が相談に応
じます。健康講座では、
骨盤底筋エクササイズ

や女性に関する
講話を行います。

※開催日程や詳細に関してはお
しらせ版でご確認ください。

▲子宮などを正しい位置に保つ効
果がある骨盤底筋エクササイズ

利用
無料

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
で
は
、
小
学
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
相
当
の
女
子
に
加
え
、
平
成
25

年
か
ら
令
和
３
年
に
接
種
で
き
な
か
っ
た

方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
H
P
V
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
有

効
性
と
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
と
理
解
し

て
、ご
家
族
の
皆
さ
ん
な
ど
と
話
し
合
い
、

検
診
は
大
事

Let's Exercise

正常な子宮
頚部の細胞
に HPV が

感染

一部の人で
HPV がなく
ならず感染
状態が続く

がんになる
手前の状態

になる

前がん病変
からがんに

なる

N T E R V I E W

ひとみウィメンズ
クリニック

服
はっ

部
とり

日
ひ

東
と

美
み

院長

先生に聞きました
I

I can smile
because I am healthy.

特
集

正常 HPV
感染

HPV
持続感染

前がん病変
（異形成）

子宮
頸がん

１ ２ ３ ４ ５

HPV

ほとんどが
自然に消える

一部は自然に正常状態に
戻ることがある

手術などの
治療が必要

数年～十数年で進行
O R E I N F OM
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３

ばんの小児科 393-3000
菰野町菰野 2268-5
あそクリニック 394-5577
菰野町潤田 2150-3
服部内科 394-7000
菰野町潤田 4116
I クリニック 391-0555
菰野町潤田 1198-1
内田クリニック 399-2800
菰野町小島 1157
おおた内科循環器科 399-2212

菰野町田口新田 2909-5

ひとみウィメンズクリニック 327-5400
菰野町大羽根園並木通り 10-1

※上記以外の県内医療機関でも接種可能
です。

下記の町内医療機関で HPV ワクチ
ンを接種できます。接種には、予
約が必要な医療機関もあります。

▶要予約

子ども家庭課 子育て支援係
391-1124TEL FAX 394-3423

CHECK▶お問い合わせ

小学６年生▶高校１年生
相当の女子

過去にHPVワクチンを
合計３回接種していない方

HPVワクチン接種

接種
無料

町内医療機関
HPVワクチン接種が
できる

HPV ワクチンは
種類によって決め
られた間隔を確保
しつつ、同じワク
チ ン を 合 計 3 回
接種する必要があ
ります。対象の方
には、順次、予診
票を送付します。

接種対象

（平成９年４月２日生まれ～平成 18
年４月１日生まれの女性）

CATCH
UP!!

※令和４年４月から令和７年３月 31 日
までの３年間、公費で接種できます。

1

２

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

子宮頸がんのワクチン接種に気持
ちが前向きにならなくて…

話しにくいかもしれませんが、家
族やかかりつけ医などと相談して
みるのもいいですよ。

HPV ワクチンは何歳くらいまでに
打った方がいいですか？ 

HPV は持続感染の恐れもあるの
で、接種するなら対象年齢のうち、
早めに接種したほうがいいですね。

子宮頸がん検診
町では、子宮頸がん検
診など各種がん検診
の案内を対象者に送
付しています。検診の
受診には、お申し込み
が必要です。

健康福祉課
健康づくり係

391-1126TEL
FAX 394-3423

CHECK▶お問い合わせ

O R E I N F OM

子宮頸がんの進行
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キャッチアップ


